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＜連絡事項＞
・以下の日程で、当直医が変更になります。

　　3/31（火）当直　田中Dr→深澤院長

　　4/1（水）当直　深澤院長→田中Dr（OC　深澤院長）3/19　 
・3月21日（土）深夜チーフ変更の連絡です。（勤務変更の為）藤原→松村
・北病棟入院中の小田　タネ様の退院前のケア会議についての詳細メール来ていますので確認して下さい。
・薬局の鍵が紛失しています。病棟内では庶務が鍵を病棟に預ける際、病棟スタッフと一
緒に鍵の個数を確認、また各勤務帯で確認して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・井上　和美様～妹様より現金1万5657円持ち込みあります。
・歯科受診～原　吉郎様、山下　幸子様、井上　和美様　次回3/27（金）受診予定です。
・坂本　福子様～本日昼～糖尿病食～常食に変更となっています。
・柿木　真吾様、佐々木淳様～西病棟のエレベーターを使用して下さい。
＜要注目患者様＞
・佐々木　淳様～昨日より、歩行車を使用しており本日は拒否なく日課を行いながら練習出来ています。転倒などないよう見守りしていくこととします。
・柿木　真吾様～作業に行くのに、コップがないと不安になる、夜間のトイレ、乾燥機使用のため、まだ歩行器をまだ借りていたいと訴えています。歩行器を使用せずにスタッフ付き添いで南病棟を通り、体育館まで行きスムーズに歩行出来ています。他スタッフによると、ＯＴへの階段の練習をしたが、一段一段両足を揃えながら昇るのではなく、一段二段三段と順調に昇れたとの事。階段歩行を本人様が不安に思っているだけで、何回か練習して自信がつけば大丈夫である事を本人様へも説明しています。転倒のないよう見守り継続していきます。
・尾嵜　マリ子様～深夜帯や日中もトイレから動けなくなっており、トイレに鍵がかかり自分で開ける事も出来ず外側から、開錠し座り込んでおり立ち上がれずにいる事あり介入要しています。声掛けには答える事ができており、意識清明。麻痺なし。スタッフ数名で介助してホールまで移動しその後、車椅子でホールで過ごしています。本日は血圧102/66、体温36.0℃、脈拍96回/分。身体の傾き見られず。 昼食をホール内に配膳し「食べたくないなあ。」と何度も話され数口のみ摂取。再三の声掛けで、水分（お茶・味噌汁）約100ｍｌ摂取しています。以後、自室で休ませて様子観察としています。
・小田　タネ様～昼食前血圧測定実施するが、160/90mmHg台と高値続き、再検にて170～
180台となっています。昨夜11時にトイレに起きてから眠れなかったことや外泊時「外出時に動き過ぎて疲れた。お墓参りして洗濯3回して、おかず届けてくれる人がいたからうちにいなきゃいけないなと思って気を使った」と返答されています。促しにてコップ180mlの水分摂取。少し息苦しさの訴え聞かれ様子観察としています。
＜安ヶ平Ｄｒ診察状況＞

・上村　みわ様～「食欲も睡眠も良い。ＯＴでは計算５桁のやっていると話す。「破傷風で病気なので疲れます」間違い探しもどうですか？と勧められると「いっぱいやりました。」レストランにはきちんと食べに行っている事を伝えている。注射・退院日・背が伸びる日が変更になったことも伝えています。
・石橋　佐太史様～青山荘独立する為の訓練をしていく事、財布の管理や金銭面で手帳に何かを買ったものを書いておいた方が良いと主治医より伝えられています。
・中川原　義雄様～主治医より睡眠について問われ「十分に眠れました。2回起きたが熟睡でした。飯の時間まで寝すぎる事はないです。前までは2,3時から眠れなかったが、眠れました。」と睡眠はとれている様子を話しています。他に作業内容や常にスミルスチックは塗っている事やコロナのニュースなどについてやや声高ですが話されています。他同内容で7日分処方となっています。
・滝田　英人様～独語しながら診察に入り「今日は緊張が抜けたみたいで・・・」と途中
で独語と現実混同しているような発言聞かれています。主治医からの質問には返答できており、その他主治医へ伝え任意入院の手続きをした時の事を話され途中でやや大きめの発言聞かれています。
・沼端　恵子様～主治医よりメモ書きを渡され母親の名前・生年月日・年齢などを書いている。「77歳になったんですよ。」主治医より年齢を訂正され８７歳であることを伝えられています。ウリモックスクリーム・ヘパリン類似物質油性　各1本処方となっています。他同内容で7日分処方となっています。
＜馬渡Ｄｒ診察状況＞
・佐々木　淳様～歩行車の事や日常の事について多弁（呂律不良）に話されています。歩行車の費用については心配しない様に主治医からも説明受けている。臨時薬はゾデビン50㎎OFF、レボトミン90㎎→105㎎へ増量、他同内容で7日分処方となっています。その後、歩行車を押しながら主治医に笑顔見せています。
・原　吉郎様～幻聴体験は少なくなっており、気にならないとの事。食事もある程度摂れていると話されています。臨時薬は同内容で7日分処方となっています。 

・戸賀沢　潔様～どういう悪い事をしたのか問われると「えー、何だったべ…ああ、他の部屋さ入って、他の人のコーヒー飲んだ。自分のを止められているから…」と悪びれる様子もなく淡々と話し、どうして制限掛けられているのか理解できていない様子。主治医よりルールを守る様に説明受けると、軽く返事されています。嗜好品は再度禁止となっています。臨時薬は同内容で7日分処方となっています。
